
 

会会  報報  

ウェル CCOOMM！ 
(コムハウス運動を支援する市民の会) 

 

平和であってこそ！ 

                    コムハウス運動を支援する市民の会会長 宮崎 勇  

 

コロナ禍となってから３年目となります。会員のみなさま、お元気でお過ごしでしょうか。 

ひきつづき、感染対策に毎日気をつけながら、生活されていることと思います。 

またこの間は、ロシアによるウクライナへの侵略に心を痛めておられる方も多いのではないでしょうか。 

そして、テレビで報道される悲惨な姿に、平和へのねがいを強くしておられるのではないでしょうか。 

戦争で犠牲になるのは、必ず市民です。子どもであり、その親であり、障がいのある人であり、お年寄りです。 

なんの罪もない市民が住むところを追われ、命さえも奪われ、爆弾で大けがを負い、こころにも深い傷をうけて、 

あとに残るのは荒廃した街だけです。 

  同時に、ロシアのウクライナ侵略に対して、日本の政府や一部の政党（元首相）は「抑止力を強めなければ」

「核抑止力も必要」などの言葉が叫ばれ、今、防衛費(軍事費)を増やす動きになっています。 

しかし、「力には力で」対抗することは、一歩間違えば大変な戦争になりかねません。 

さらに、日本国憲法を変えて自衛隊が武器を持って対抗できるようにする動きは、戦後、「戦争でひとりの命も

奪わず、奪われることなく」平和な日本を築き上げてきた努力が、無になってしまうように感じます。 

 「力には力で」を追求すればするほど、かつての「冷戦」のような構造がつくられ、世界は分断されるからです。 

また、防衛費を増やせば増やすほど、社会保障など、国民のくらしに不可欠な予算を減らさざるを得なくなりま

す。何より、日本はかつての戦争で苦い思いをしていますし、世界で唯一「核のおそろしさ」を知っている国です。 

あくまでも国連憲章に基づいた話し合い(外交力)で解決をしてほしいと願うのは私だけではないと思いますし、

それが政治の力なのではないでしょうか。 

コロナ禍となって以降、世界中が力を合わせて、この新型ウィルスの脅威から命を守ろうと懸命になっています。 

一方で、爆撃機の砲火で、たくさんの人のかけがえのない命が、一瞬にして奪われている日々。 

今回のロシアによるウクライナへの侵略で、私たちのくらしは「平和であってこそ」だと、あらためて感じさせられ 

ます。一日も早いコロナ禍の収束と、一刻も早いこの戦禍の終息を、私は心からねがうものです。 

 

会員のみなさま、これから暑くなる時季です。くれぐれも、ご自愛ください。 
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   会員のみなさま 202２年度総会についてのおしらせ 

                                                                             事務局長 村松功啓 

  

毎年 6～7月に、「コムハウス運動を支援する市民の会：COM」の定期総会を開催しております。 

しかし、コロナ禍がまだ続くなかですので、新型コロナウィルスの感染拡大防止をはかるため、202２年度総会

も前年度に続き、書面での決議とさせていただきます。 

会員のみなさま、ご理解とご協力の程、何卒お願い申し上げます。 

つきましては、後日、総会資料をお送り致します。ご確認のうえ、表決をおねがいいたします。 

 

※2020年 3月の「全国緊急事態宣言」にはじまった「コロナ禍」は、3年目となりました。 

ふり返ると、当初は、ここまで長びくと考えていなかったことを思い起こします。 

一方で、コロナウィルスの解明に基づくワクチンや治療法が少しずつ開発され、ワクチン接種も進んできました。 

また、日常の感染対策（マスク、手洗い、うがい、消毒）が習慣化してきて、わたしたち自身の「コロナへの対応力」も、

当初に比べて確実に強まってきたと思います。 

コロナ禍はこうして長期化していますが、やがて収束の時が来るはずです。 

私たち一人ひとり、日常の感染対策を続けることでコロナ禍を乗り越え、「心置きなく、大声で語り、笑い合える日」を、

必ず取り戻していきましょう。 

 

 

 

 

 

 

みなさま方には、いつもかわらぬご支援とご協力をいただき、心より感謝申し上げます。 

今夏も、アルプス福祉会とともに各種のカタログ販売を通して、障がいのある方々の製品を会員のみなさ

んと地域の方々に伝え、工賃の保障を応援してまいります。 

つきましては今回も、コムハウス・ねくすと・第２コムハウスではたらくなかまたちが心をこめて作った

製品を、ご紹介させていただきます。ぜひこの機会にご購入いただければ幸いです。 

くわしくは別紙のカタログをご覧ください。みなさまのご注文を、心からお待ちしております。 

※今夏も、新型コロナウィルス感染防止のため、規模を縮小したとりくみとさせていただきます。 

  そのため「ユニオンサービス」商品はお取り扱いません。ご理解とご協力をお願いいたします。 

ご注文しめ切り ： ６月１５日（水）１７：００必着 

 

 

 

 

 

 

◎お問い合わせ先    ねくすと TEL  ０２６３－５８－４６３１  

 

◎ご注文方法  FAX注文の場合   FAX  ０２６３－８８－３３３２ 

                郵送注文の場合  〒399-0021  松本市寿豊丘611‐15 

ねくすと内 物資販売事務局 宛て   

  

    注文表に以下の内容が記載されているか再度ご確認ください。   

① 名前（とりまとめ代表者）  ② 連絡先（住所・TEL・FAX）  ③ ご注文の数等  

アルプス福祉会・「コムハウス運動を支援する市民の会」 

カタログ販売にご協力をお願いします！ 

 


